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日時　７月 24 日㈫・25 日㈬・31 日㈫、８月１日㈬・７日㈫・８日㈬・

21 日㈫・22 日㈬（全８回）午前 10 時～ 11 時 15 分

場所　北公民館

定員　先着 20 人

対象　小学２・３年生

内容　ダンスで右脳トレーニング。シナプソロジー効果を

体験して右脳を鍛え判断力を高める。

持物　上履き、水筒

参加費　500 円　

講師　赤阪由合香先生

申込　７月５日㈭午前９時から

右脳トレダンス !

日時　８月 22 日㈬　午前 10 時～午後４時

場所　北公民館とカップヌードルミュージアム大阪池田

定員　先着 20 人

対象　小学４年生～５年生

内容　北公民館で防災クイズ・ゲーム・避難所間仕切りパネル作成訓練

を体験します。昼食は非常食のアルファ化米を調理します。

昼食後は、北公民館からバスでカップヌードルミュージアム大

阪池田の見学とマイカップヌードル作成体験をします。

持物　昼食のおかず。レトルトでも可。

参加費　400 円

申込　７月 10 日㈫午前９時から

あそぼうさい

日時　７月 31 日㈫　午後１時～４時

場所　木根館（河内長野市）

定員　先着 20 人

対象　小学２～４年生

内容　木製の貯金箱を作ります。

持物　リュック・水筒・タオル

参加費　1,000 円（貯金箱代

　　　　・保険料込）　

申込　７月４日㈬　

　　　午前９時から

貯金箱作り

北公民館 のイベント・講座（☎23・0505、ファクス 23・0566）

※各講座については、申し込み後のキャンセル・欠席は返金できません

ふれあい夏まつり

日時　7 月 21 日㈯　午後６時～９時（雨天中止）

場所　北公民館　駐車場

内容　盆踊り・キッズダンス・バトン演技など

※当日は、駐車場・臨時駐車場はありませんので、ご了承ください。

　スーパーボール・ポップコーン・綿菓子・かき氷・焼きそば・わ
らびもちの模擬店もあるよ !

<共通事項>

申込方法・問合　

　受講料を添えて本人または家族が北公

民館へ

定員に満たない場合のみ申込日の翌日か

ら電話・ファクスでも受け付けます。

※申し込み後のキャンセル・欠席は返金

できません。

特
集
・
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
・
講

座
特
集

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
お
ま
つ
り
の
ス

テ
ー
ジ
の
キ
ッ
ズ
グ
ル
ー
プ
募
集

避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
制
度
／

災
害
時
に
相
互
に
助
け
合
う
協
定

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
い
ず
み
お
お
つ
／

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
高
齢
者
世
帯
へ

地
域
の
絆
を
育
む
自
治
会
／
平
和
パ

ネ
ル
展
・
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

自
治
会
連
合
会
役
員
・
自
治
会
長
が
決
定

が
ん
ば
る
市
民
公
益
活
動
補
助
金

市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
あ
し
ゆ

び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
通
信

高
齢
受
給
者
証
交
付
／
国
民
年
金
か

ら
の
お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

／
松
風
サ
ロ
ン
主
催
の
講
座
を
開
催
し

ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

子
育
て
応
援
ひ
ろ
ば

図
書
館
だ
よ
り
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
２
弾

コ
ラ
ム
ス
タ
ン
ド
／
市
長
の
う
ご
き

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
!!

健
康
の
ペ
ー
ジ
／
健
康
ア
ッ
プ
大
作
戦

消
費
生
活
相
談
室

お
お
つ
物
語
／
文
化
財
へ
の
い
ざ
な
い

情
報
か
わ
ら
版

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
始
動
！
／
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
夏

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
元
気
で
ー
す
！
お
お
つ
っ
こ

ま
ち
の
話
題

今月号の
もくじ
H30.7 月号

278910 11     　    13 12  　             1415 　　　　　　　　　　 16 17182122232426272835  36

木 の

　
自然エネ
ルギーを感
じよう！

夏休みのイベント・講座特集！
南公民館 のイベント・講座（☎33・1764、ファクス 33・1300）

「ドライアイス」を使った面白い実験がいっぱい！

日時　８月５日㈰　午前 10 時～正午

場所　南公民館

対象　小学生とその保護者（一人でも可）

定員　申込先着 50 人

受講料　1 人 300 円（教材費含む）

持物　筆記用具・上靴（小学生のみ）

講師　竹田一幸氏

申込・問合　７月８日㈰午前９時から受講料

を添えて本人または家族が南公民館

へ。※定員に満たない場合のみ 10 日㈫

から電話・ファクスでも受け付け。

友遊スタディ参加者募集 ～ふるさと再発見ツアー～

※各講座については、申し込み後のキャンセル・欠席は返金できません

　夏休みは楽しい思い出をいっぱいつくろう！和歌山県日高川町の小学生と
二日間の交流を深め、阪九フェリーや海遊館の見学をして思い出を作ろう！

　サファイアやガーネットなどの宝石を砂の
中から探します。　「ちりめんじゃこ」に混じる多様な生き物を観察したり、

身近な「公園のベンチ」をつくって、自然な環境について考えよう

日時　８月２日㈭～３日㈮　午前 10 時 30 分～翌日午後５時

行先　史跡公園・海遊館・阪九フェリーなど（南公民館泊）

対象　小学３～６年生

定員　20 人（申込多数の場合は抽選）

受講料　3,500 円（参加費含む）

申込　往復はがきに「友遊スタディ」と明記し、①住所、②受講者氏

名（ふりがな）、③性別、④学校名・学年・年齢、⑤電話番号を

記入のうえ７月 14 日㈯必着で、〒595 ー 0038 楠町１－７南

公民館へ。なお返信用はがきにも住所・氏名を記入のこと。

申込はがきは一人一枚。

申込多数の場合は、15 日㈰午後２時から公開抽選します。

親子で科学を

楽しもう !1 泊 2 日で思い出をつくろう !

夏休みは、発見と工作でワクワクしよう！　池上曽根弥生学習館（☎20・1841）

チリメンモンスターを見つけよう！
＆ 間伐材で公園のベンチをつくろう！

日時　８月９日㈭　午前 10 時 30

分～正午、午後１時～２時

30 分

場所　池上曽根弥生学習館

対象　小学生以上

定員　各回先着 20 人

持物　汚れてもよい軽作業ができ

る服（ペンキ使用）、水筒、

タオル

講師　きしわだ自然資料館

　　　紀中森林組合

申込　電話かメールで予約

星を作ってみよう！　図書館
（☎32・0562）

メールアドレス：gakusyukan-moushikomi@city.izumiotsu.osaka.jp

ろう石で星の形をつくろう

大阪の砂から宝石を探そう！

日時　８月 12 日㈰　午後１時 30 分～２時

30 分

場所　池上曽根弥生学習館

対象　小学生以上

定員　先着 20 人

講師　濱塚　博氏（きしわだ自然資料館ア

ドバイザー）

申込・問合　電話かメールにて予約

日時　７月 24 日㈫　午後１時 30 分

～２時 30 分

場所　図書館

協力　池上曽根弥生学習館

問合　図書館

わくわく科学教室
〝ドライアイスであそぼう〟

夏休み宿題応援　環境課（☎33・1131）

牛乳パックで作るソーラーカー工作教室！！

　地球に届く太陽の光。身近なエネルギーを使って、牛乳パックのソーラーカーを作っ
て走らせてみませんか？小学生の夏休みの工作や、自由研究にも活用できます。
日時　８月 16 日㈭　午後１時 30 分～３時 30 分

場所　総合福祉センター

対象　小学４年生～６年生の児童と保護者

定員　先着 60 組

持物　ペットボトルのキャップ４個、開いていない牛乳パック (1ℓ)１個　

申込・問合　７月 31 日㈫・環境課環境推進係（市役所２階 21 番窓口）

23 広報いずみおおつ　平成30年7月号
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ー
」

」

タンセ祉福合総もれずいは所場催開

トイァフ「ルクーサ訳通記筆師講具用記筆物持

人01員定生学中～生年４学小象対

じつひこ「ルクーサ話手師講具用記筆物持

人02員定生学中～生年３学小象対

分03時３～時２後午㈭日９・㈭日２月８時日

うよみてしを現表のち持気でどな字文指とスラーコ話手

]験体話手[うよみてし話で話手うよみでん学を話手

7 広報いずみおおつ　平成30年7月号 6



　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

載載連連 載連 載連

みみずずいいィィテテニニュュミミココフフセセセーフコミュニティいずみ
連 し得取を証認ィテニュミコフーセるあで度制証認際国は市本

みみずずいいィィテテニニュュミミコフフセセ

、察警、や体団域地う行を動活るす関に心安・全安たっいと係
関治自、育教、祉福、で織組るなと体母進推るす定決・議協
を性向方の動活ィテニュミコフーセの市本、は会議協進推

。すまりあが
」会議協進推「につ一の織組のィテニュミコフーセ市津大泉

回
3
第

～会議協進推～
推の動活ィテニュミコフーセ

4

会 体団23議協進推
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

。

つつおおおおおおつ
たしまし

つつおおおお

体母進推

議協・告報りま集が者表代の体
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

。たしまし認確ていつに針方動活の度年今や過
のでまれこ、どな介紹のトッレフーリ・ズッグ
作で会員委各やみ組り取るいてれわ行で会員委
し催開を会議協進推回11第、はに日61月5

。すまいてれ
代の体団23どな関機政行るすとめじはを防消

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

経動活の市本の
発啓たし成作
策対別野分、し

さ成構で者表代

安「らか事理表代
す援支を動活の市
コフーセ、たま

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

ュミコフーセのてしとルーツりくづちまな全安
石白の構機進推ィテニュミコフーセ本日るす
本、めたるめ深を解理のへ動活ィテニュミコ

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

61月5年8102構機進推ィテニュミコフーセ本日：典出(

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

。たし
協進推の後今、ど
れぞれそ、たま
てえ交も例事組取
活ィテニュミコフ
行を有共・握把の
“るすとたっ整
全安に的続継
てし題と」ィテニ

）料資演講日

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

まりあもスイバドアのてけ向に動活の会議協
な力協の信発報情や有共報情のみ組り取のれ

。たしまきだたいを演講て
ので体治自他、ていつにどなルクイサの動活
ーセるす開展をみ組取てけ向に決解題課、い行
状現と標目らか断診全安、い合味意の”証認
が盤基のめたむ組り取にりくづちまの心安・

。たしまれわ行が演講て

たっかな
づ気に期

・布配で料無を個１）
の会協防予災火市津大泉

～へ帯世者齢高

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

だたい力協ごに問訪の火防宅住の度程分51
世001着先）住在内市(者象対募公◎

。すまし置設
住りおとの次、りよに力協
らか災火、はで部本防消
災火用宅住～

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

。
た

すまりあも例事
たっかなら至に事大、き

期早りよに置設

絡連

へ

。すまりなと外象対、は合場るいてし

で人るけだ
帯世

）式知感煙（器報警災火用宅住
泉，めたる守を命の者齢高ら
高の置設未が器報警災

員職防消

の気火いし正
問訪火防

ごの整調程日に人本ごらか署防消

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

署

請申署来接直はたま話電
係防予署防消

防消合問・込申

だたいてせさを整調程日の問訪火防宅住し
話電に人本ご接直、はていつに日け付り取※

絡連話電、はたま署来接直
へ係防予署防消りよ時9前午㈬日1月8

法方請申◎
録登民住にどな設施祉福人老や宅住営公※

帯世るす居同と人の上以歳56○
帯世婦夫の上以歳56○

帯世しら暮りとひの上以歳56○

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

け付り取が取員

絡連ご

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

）番12線内（2844・33☎係防予

。すまきだ
絡連

分51約
話おの火防宅
住やい扱り取

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
　

　 　 　

   

  

　
　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

が障神精●

が障的知●

が障体身●

険保護介●

す
げなつもにどな動活り守見ので域地の時常平、にもとと
るて立役にどな認確否安や援支難避の時害災、し供提へ
）どな員委祉福、員委生民、織組災防主自、会治自（者援
支難避の域地を）どな日月年生、名氏、所住（報情簿名
の人たいだたいを）意同（請申録登に度制援支のこ

課援応て育子、）口窓番７同（課祉福活生、）口窓番９同（課祉福いが障
、）口窓番８階1所役市（課護介齢高、）階４所役市（課理管機危］合問［
らかジーペムーホ市、かほるいてけ付け受で口窓せわ合い問記下は録登

。いさだく録
災、でのすまいてけ付け受時随も録登の者望希、かほの者象対録登記下
行難避「、てしと度制援支の）者援支要動行難避（人な難困が難避で力自に
で市、めたる図を化強の策対害災、しか生に後今を訓教の災震大本日東

援支のどな
ずいの次

？度制なんど れだ

援支の者援支要動行難避
害害 めを少減の害被の時害災

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

。すまきでドーロンウダもら

登ご非是はどな人るあが安不に難避の時害災
。すまいてめ進を」度制援支者援支要動行
時害災でどな人るあのいが障や者護介要はで

すまいてめ進を度制援
てしざめ

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

人の級1帳手祉福健保者いが

人の）A帳手育療（者いが

人の級２・１者いが

人の５・４・３者護介要険

）口窓番３同（

人るすと要必を援支のから何に難避で難困が
族家、りあに宅自が盤基の活生、し当該にかれ

？者象対がれ
ジーペムーホ市↑

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

。すでのもる

ネ

必活生・料食、は容内援支。すまいてしと的
とこるす援支がが支体治自の先結締、に合場いな
のどな震地でかれずいの体治自22、は定協
災クーワトッネ害災域広村町市「で体治自の
連域広でどな置措旧復や策対急応の時害災

合け助に互相に時害災

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

必が援支

外以記上●

者護保の

（児幼乳●

護保活生●

が障神精●

協害災型クワトネ

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

人ため認と要必

に時害災が市はたま出し申のらか人本で外

子のそと者

）帯世の上以人2が童児前学就で庭家親りとひ（

人な要必が護援に時生発害災で帯世給受護

人の級1帳手祉福健保者いが

定協

大市市 大大泉泉泉
県

本本

県県
市

市本橋橋
県県山山歌和和

県

市山郡和大
県良奈
市山亀
県 市重三 市田田磐磐岡県岡静静

市児可県阜岐
市洲野県県賀賀滋滋

市市

市

幡八府都京

市砂砂高高
市

県庫兵

野玉
県県山山岡岡

県
市
県

市

市
市田益

市央中国四
県媛愛

市 市津津大泉泉 県 市谷谷刈県知知愛愛

市

市

珂那
県城茨

市府市市府府甲甲甲県県県梨梨山山

きで施実ががどな策対急応な分十はで自独体治自
。すまいでん結を

）む含市本（町1市12の州九・国四・国中・畿

町

すまいでん結で町1市

・市るい
に援応互相時害災クーワ

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

協害災型クーワトッネ

南
市市市

宮

市市

市

井市

市

県
柳

岡
田

山山山
井井井
県県県山

市 知

福

市南香香
県県知知高高高

市市井
県

井
県
柳柳柳
山 県口口山山

町

市埼神県賀佐
益県根島

市向日
県崎宮

市市橋橋行
岡県岡福福

市

町田田苅苅
県岡福

市市根
県

根久阿
県島島児児鹿

いて
、しと

必に動
被のへ
物需必
目を

自災被、し生発が害災模規大の
を」定協るす関に援応互相時害
畿近・部中・東関、めたる図を携

い

市12を定協う合

てし結締を定協るす関
ワトッネ害災域広村町市

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

。すま
し催開を議会者当担災防や議会長首に的期定
とズーレフチッャキの定協を」るえ見の顔「

。すまいてっなとどな遣派の員職な要
動活援支急応、れ入け受の者難避や者病傷災
へ関機療医、供提の材機資種各、や給供の資

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

子様の議会長首4.6.03H
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役 職
会 長

副 会 長

会 計
書 記
総 務
会計監査

理 事

校 区
旭
浜
条東
楠
戎東
戎西
穴師
上條
条南
戎西
戎東
旭
浜
穴師
楠
上條
条東
条南

自治会名
下条町
小松町
森町
楠町西
本町
下之町
池浦町
浜助松
寿町
清水町
田中町
下条町中
松之浜町
豊中町
板原町
助松町
千原町

北豊中2丁目

氏 名
大 久 保　學
横 田　勝 久
川 上　良 雄
小 堀　正 利
三 田　忠 雄
黑 田　    　勝
高 寺    　　壽
久 保　    　勉
浅 野　重 秋
建 川　嗣 光
山 下　義 孝
橋 本　正 三
楠 本　英 治
辻 川　    　寛
木 戸 伸 男
植 村　福 見
田 中　    　勝
後 藤　年 芳

■ 自治会連合会役員（敬称略）

戎
西

戎
東 穴

師

条
東

条
南

上
條

上
條

楠

旭

浜

浜

校区 自治会名 氏 名 校区 自治会名 氏 名
河原町
清水町
西港町
下之町
高津町
上之町
戎町
本町
神明町
東港町
若宮町
田中町
式内町

府営式内住宅
旭町
昭和町
東雲町
下条町
宇多
虫取
下条町中
さつき団地

ディオフェルティ泉大津
アルザ

リーベスト泉大津
テスハイムガーデンズ泉大津

菅原町

春日町
小松町
松之浜町

なぎさ町一番館
なぎさ住宅
なぎさ町２番
池浦町

府営要池住宅
我孫子
豊中町
東豊中
東豊中町上
穴田
板原町
新宇多

虫取市営住宅
宇多之庄
楠町西

板原リバーサイド
助松町
浜助松
助松ハイツ
上条

府営東助松住宅
助森

東助松町３丁目
東助松町４丁目

梅 津 　 司
横 田　勝 久
楠 本　英 治
大 隅　弘 道
嵩 島　幸 矢
野 村 　 浩
高 寺 　 壽
永 尾　正 保
小 門　孝 仁
辻 川 　 寛
金 城　安 輝
奥 村　吉 弘
藤 井　幹 生
木 戸 伸 男
石 井 　 勝
竹 山 政 市
髙 井　英 一 郎
小 堀　正 利
中 西 　 亮
植 村　福 見
久 保 　 勉
八 田 一 正
榎 本 　 稔
和 田　義 美
神 名　泰 一
樽 井　昭 治
堀 口 　 浩

東助松四―四
CFロイヤルガーデン
助松団地
千原町
森町
南曽根
北曽根
尾井千原町
末広町
森第一住宅
新森

森北商店会
北助松第一次団地
北助松第二次住宅
北助松第四次団地

寿町
宮町
二田町
池園町
条南町

北豊中町１丁目
北豊中２丁目
北豊中町３丁目
グランコート泉大津Ⅱ

山 下 節 明
豊 田 隆 造
片 芝 　 清
田 中 　 勝
川 上　良 雄
青 山 政 利
北 嶌 　 等
池 田 正 孝
西 野 久 好
下 園 博 志
三 好 秀 樹
藤 江　英 伸
松 尾 満 雄
中 間 亮 三
喜 島 保 夫
浅 野　重 秋
八 木　利 武
米 田　英 信
出 来 　 忠
坪 野　敏 治
橋 本　達 也
後 藤　年 芳
大 西　正 純
下 峠　澄 子

森 田　聖 人
建 川　嗣 光
三 平　惠 一
黑 田 　 勝
辻 野　清 春
曽 根 勝　保 夫
着 本　和 雄
三 田　忠 雄
釜 下　隆 夫
道 正 田　孝 男
増 沢　季 正
山 下　義 孝
川  﨑　春 夫
羽 野 栄 城
平 松　泰 男
竹 田　友 治
丸 谷　正 八 郎
大 久 保　　學
笹 井 　 保
前 田 憲 明
橋 本　正 三
平 田 悦 子
田 代 尚 子
薮 　 英 昭
和 山 　 勇
山 下 高 広
村 田 一 美

■ 各自治会の会長（敬称略）
校区 自治会名 氏 名

◎自治会連合会役員
◎自治会長 が決まりました！

　平成 30 年度の各自治会の会長が決まりました。また、
各自治会間の連携強化を図るために組織されている自治会
連合会の役員も決定しましたので、お知らせします。

問合　市民協働推進課（市役所 4階）

戦争と平和についてのパネル展
～平和パネル展～
　戦争の悲惨さ、愚かさなど、戦争の残した教訓を次世代に引き継ぐとともに、平
和の大切さを多くの人に感じてもらうため、「ヒロシマ・ナガサキ原爆写真」をテー
マに下記の日程でパネル展を行います。
日時　８月１日㈬～6日㈪　（5日は日曜開庁）
場所　市役所１階市民ロビー
内容　「ヒロシマ・ナガサキ原爆写真」をテーマとしたパネル展示 ↑昨年の平和パネル展の様子

  

  

  

　

　

　

　

　

 
　

　

　

　 　
　　　
　

　

　
　 　

　

】

さ

もど子るす校下かほのそ。たしまし置設が会治自をラメカ犯防の基941
内市にでまれこ、たま。すまいてっ行が会治自は理管持維、置設のどんと
のそ、がすまりあ灯008,3約に内市が灯犯防すら照くる明をちまの夜

隊り守見や灯犯防防▷
。すまきでがとこるとを応対な速迅、でのる

で動行に元を報情の員会、たま。すまいてし施実を練訓らかろご日はで会
自、てえ備にきとういとざい。たしでのもるよにちた人の会治自はく多の
、がたしまれさ出救が救人のく多らか屋家たし壊倒、はで災震大路淡神阪

災減・災防▷

切大のりがなつの域地

民市は談相ごるす関に入加。すまりあが
。たしまりなにうよるえ考うそっいをさ
を害災のどな震地本熊や災震大本日東

を域地らか罪犯や時害災～りくづちまな全安・心安①
割役るいてした果が会治自【

む育を絆の域地 自

  

  

  

　

　

　

　

　

 
　

　

　

　 　
　　　
　

　

　
　 　

　

す

のも
で内
ほの

きで
治自
そ

まいてれさ直見がさ

。でま）階4所役市（課進推働協民
会治自てしと織組な近身む育を絆のそ
切大の絆のと人はちた私、今たし験経を

し出き炊ので練訓災防

る守を

会治自
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市立病院からのお知らせ

　ナイチンゲールの誕生日に制定された「看護の日」にちなみ、５月 11 日、看護の心を市民の皆さんに広く知ってもらうた

めのイベントをいずみおおつ CITY アトリウムで開催しました。当日は、看護師が血管年齢や BMI などを測定する健康チェッ

クや、医療相談をはじめ、育児相談・お薬相談・栄養相談なども無料で行いました。おづみんも登場し、多くの参加者でに

ぎわいました。

　また、同時に、市民の皆さんから募集していた川柳の各賞の発表も行

い、受賞者には表彰状と記念品を贈呈しました。

「看護の日」のイベントを開催しました

7月の市民公開講座の案内

　市立病院では４月に新たに２名の整形外科医師が着任し、３

名体制で診療に当たっています。

　今回着任しました、仲　哲史医師は五十肩（肩関節周囲炎）

や肩腱板断裂、習慣性肩関節脱臼などの肩関節外科を専門とし

ており、鳥飼大剛医師は膝・股関節に対する人工関節を得意と

しています。

　また整形外科一般外傷（骨折、脱臼、アキレ

ス腱断裂、捻挫など）にも精通しており、診療

に当たっています。

　外傷疾患や加齢とともに生じる変性疾患、炎

症疾患への対応がより充実しました。

７月の講座は、呼吸器内科医師による「たばこと病気」です。
「たばこはどうして体に悪いといわれているのか？」「吸い続けるとどんな病気になりやすいの

か？」「禁煙の効果は？」など、当院呼吸器内科医師が、たばこが体に及ぼす影響や病気との関

係について分かりやすくお話します。

日時　７月 31 日㈫　午後２時～３時　（午後１時 30 分受付開始）

場所　市立病院

講師　中濵　賢治（呼吸器内科医師）

問合　市立病院総務課（☎32・5622）

仲　哲史　医師 　鳥飼大剛　医師

　中濵賢治　医師

～整形外科常勤医師が３名体制に～

←病院HPはこちら

～看護の心をみんなの心に～～看護の心をみんなの心に～



高齢受給者証が交付されます70歳になった
国保加入者の皆さんへ

国民年金からのお知らせ

７月は障がい基礎年金の所得状況届の提出月です

平成 30 年度  国民年金免除申請の受付を開始

◎障がい基礎年金の所得状況届
◎保険料免除申請
◎国民年金基金

（注 1）　同一世帯に後期高齢者医療制度に移行する人がいて、現役並み所得者となった国保被保険者が一人の場合、住民税課税
所得が145万円以上かつ収入が383万円以上で、後期高齢者医療制度に移行した人も含めた収入合計が520万円未満である人は、
申請により一般区分と同様になります。
※所得に応じて自己負担割合などが決まりますので、忘れずに所得の申告をしてください。
（所得の申告がなされていないと、全て「一般」区分と判定されます）

　国民健康保険の加入者が 70 歳になった翌月（1 日
が誕生日の人はその月）から高齢受給者証の対象者と
なります。
　70 歳になった人には、誕生月の月末に高齢受給者
証を送付します。現在、高齢受給者証をお持ちの人に
は７月末に新しい高齢受給者証を送付しますので、８
月からは新しい高齢受給者証を保険証とともに医療機

関に提示してください。
■「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付
　低所得Ⅰ・Ⅱの人は、入院するときや高額の外来診
療を受ける場合、国民健康保険証・印鑑をお持ちのう
え８月以降に「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請をしてください。
問合　保険年金課（市役所１階6番窓口）

　20歳前の障がいによる障がい基礎年金、または旧障がい福祉年金から切り替わった障がい基礎年金を受けている人は、
日本年金機構から届く所得状況届（現況届）のはがきを期日までに保険年金課へ提出してください（郵送可）。提出が遅
れると10月分の障がい基礎年金の振り込みが遅れる場合があります。なお、平成30年 1月 2日以降に転入した人は、
平成30年度所得証明書の提出が必要となります。

問合　保険年金課（市役所１階 6 番窓口）
日本年金機構堺西年金事務所（☎072・243・7900）

　平成 30 年度（平成 30 年７月～平成 31 年６月分）国
民年金保険料の免除申請を受け付けます。また、平成 29
年度の免除が承認されていて、引き続き免除を受けたい
人のうち、継続審査対象者以外の人は再度申請が必要で
す。７月に日本年金機構から届く納付書に同封されてい
る申請書に記入・押印のうえ返送するか、窓口で手続き
をしてください。窓口に来られる際は、年金手帳・認め
印（退職を理由とする場合は離職票なども）をご持参く
ださい。

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上となる 70 歳以上の国保被
保険者がいる人（注１）。ただし、70 歳以上の国保被保険者の収入の
合計が、２人以上の場合で 520 万円未満、１人の場合は 383 万円未
満である場合、申請により「一般」区分と同様になります。（注1）

同一世帯の世帯主と、国保被保険者が住民税非課税の人
（低所得Ⅰ以外の人）

一般（現役並み所得者および低所得Ⅰ・Ⅱに該当しない人）

所 得 区 分 の 判 定 基 準所 得 区 分 負 担 割 合

現役並み所得者 ３　割

２　割
（誕生日が昭和 19
年４月１日までの
人は1割）

低 所 得Ⅱ

低 所 得Ⅰ

同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税でその世帯の各所得
が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差
し引いたときに０となる人
年収例：単身世帯（年金収入のみ）80万円以下

■ 高齢受給者証を持つ被保険者の医療費の自己負担割合　（所得区分によって異なる） 

国民年金基金のご案内
　国民年金基金は、少しでもゆとりある老後を過ごすこ
とができるように国民年金法の規定に基づき、国民年金
（老齢基礎年金）の上乗せとして給付する公的な個人年金
制度です。
　20歳以上 60 歳未満の国民年金の第 1号保険者で国民
年金保険料を納めている人、または60歳以上 65歳未満
の人や海外に居住している人で国民年金に任意加入され
ている人が加入できます。掛金額は一定で、全額社会保
険料控除の対象となる税法上のメリットがあり、受け取
る年金にも公的年金等控除が適用されます。
問合　大阪国民年金基金（☎0120・65・4192）
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に庭家各に旬初月7、は）書付納（書知通入納。たし
まし定確が料険保護介度年03成平の人の上以歳56

すまりあが度制免減の料険保護介■ ３～割1が合割担負の者用利
らか月8年03成平■

　　

　

　　

　

　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　  

。すまりなと
円万364で帯世
」額金得所計合の
世、もてっあで

。すまりなと
、で人の上以歳5
っなと割２は人
れこ、ていつに

。いさだく却返ご
破し断裁で身自

。すまし付交
該者象対業事、
、を）色桃（証合

に割３

　　

　

　　

　

　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　  …はとトクェジロプびゆしあ きいてし信発へ国全をルデモ育教児幼とりくづ康健の民市どな止防倒転の者齢高
携連民官をトクェジロプ究研るす開展らか康健の指足を伸延の命寿康健、はで市

く履をズーュシ型びび型たや履草

～うよえ鍛をびゆしあで物履るあの緒鼻～

。かんせまみてし践実をりくづ康健てえたきを」びび」ゆしあ「もんさ皆
。すまきい

てし成作をムラグロプ操体びゆしあ、めたるす進推をりくづ康健の民市
ため含をどな止防倒転の者齢高やりくづ体な康健の童児前学就、後今

。すまいてび浴を
目注、どなるれらげ上り取くき大で紙各聞新やKHN、はみ組り取のこ

。すまいてっ行を
RPく広に外内市、でとこるす奨推を用着のどな駄雪や履草たいつの緒鼻
に員職市、てしとみ組り取のつ一るえたきをびゆしあ、はで市、在現
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、め進で携

員職市
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のそと額度限担負己自上以歳07■
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でま月7年03成平

　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　

　

　
   

 

　

準基の
１所役市（課金年険保合問
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担負割１

）口窓番6階

す

）

））4注（
円004,4万4（
円006,7万5

））４注（円
）1注(％1＋
））４注（円
）3注(％1＋円

））４注（円
）2注(％1＋円

円000,5万1

円006,4万2

とご帯世（
院入＋来外

）額月（額度

らか月

　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　

　

　
   

 

　

分

者得所並役現

区得所
）

円000,5万1
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円004,4万4（
）１注（％1＋
円001万8
とご帯世（
院入＋来外

）とご人個（
来外

）額月（額度限担負己自
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円004,4万4（
円006,7万5

円000,4万41
限上間年
円000,4万1

円006,7万5

）。んせま
れさ算通は数回給支ので険保療医の他（額の降以目回4の合場たし当該に費養療額高
上以回3で位単帯世、に間年1近直らか月たし当該に費養療額高が者険保被）4注（

。額るたあに％1の額過超の合場たえ超を円000,8万55が費療医）3注（
。額るたあに％1の額過超の合場たえ超を円000,2万48が費療医）２注（
。額るたあに％1の額過超の合場たえ超を円000,7万62が費療医）1注（
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上以円万096
得所税課

区得所
）

円000,4万41
限上間年
円000,8万1
円004,4万4（
＋円001万8
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円001万41（
円006,2万52
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Ⅰ得所低

Ⅱ得所低
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とご人個（
来外

度限担負己自
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Ⅲ

上以円万541
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護介齢高いたきおてっ知『

ど市津大泉談相ど
らがない思に安不がも誰、中む進が化齢高

。たしまりあが加参の人のく多
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次順らか旬初月は証者
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すまり

かく
□和昭
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合割の
金担負部一

日期効発

日月年得取格資

日月年生
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定決の

。いさだく認確
書入 知通納びよ
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印

8202-0974-60：話
合連域広療医者齢高期

割○

日□□月□□年□□

日○○月○○年○○

日○○月○○年○○

郎太域広

号△番△目丁△△町△△
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新
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の料険保療医者齢高
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確ごを容内、でのすまし付送に
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称名の者
険保にび並
号番者険保

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
 

  

医険保

すまきだたい
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るれさ望希
でがとこるす
収徴別特※
年の回6年則
万81額年

円万383が
と担負割3
に帯世、者険
年03成平。すましけ付け受てに口窓らか月７、は請申付交※

。いさだく示提ごてせ併と証者
険保被で口窓のどな関機療医、でのすまし行発を書定
認用適額度限、はに方のⅠ・Ⅱ分区者得所み並役現、り
よに化分細の分区得所み並役現らか月８年03成平

。すまきでがとこるす請申
で口窓課金年険保、時随、は合場るれさ望希を付交り
なと象対、もで人たっかないてけ受を付交でまれこ
。んせまりあは要必るすをき続手てめ改、でのすましり
送おに旬下月7を証定認額減いし新、はに合場の帯世
税課非税民住き続き引も度年03成平、で人のち持おに
ですを証定認額減の日13月7年03成平が平限期効有
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合割担負己自のでどな関機療

。す
てめ納を料険保で期９のでま月３年翌らか
書付納や替振座口、は人いならなと象対の

い払支おでどな書付納」収
。いさだく談相

金年険保、でのすで要必がき続手、は人る
。すまきで

更変に替振座口を）い払支おのらか金年（
。すまれか引し差がが差料険保、に際の給受金年
原、は人るいてれさ給受を金年の上以円万

人の上以歳07と者険保被と帯世者身単の満未
額入収の中年92成平、もで合場たれさ定判と

。すで担負割3てべす、は者険保被るす属に
保被の上以円万541が額得所税課税民住の度年

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
 

  

らちこはせわ合い問お

）口窓番6階１所役市（
へ課金年険保はとこるす関に出届種各他のそ、付納の料険保◎

）1302･0974･60☎（課付給…とこるす関
に検点トプセレ、知通費療医、業事健保、務事付給▷）8202･0974･60☎（

課理管格資…とこるす関にどな証者険保被、格資者険保被、料険保▷
へ局務事合連域広療医者齢高期後府はとこるす関に般全度制◎

。すまりなと担負割1、ばれす請申に課金年険保は合場
の満未円万025が額計合の入収で帯世の上以人2む含を
人の上以歳07と者険保被と帯世者身単の満未円万383が
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